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For the Coach

勝利をめざす前に
大切なことがある。
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指導者には選手を育て、教え、そして
守るべき役割があります。
選手にはフェアプレーの精神を指導し、
大好きな卓球を大いに楽しんでもらう
よう工夫しましょう。

勝利をめざす前に、
大切なものがあります。
大切な人がいます。

子どもたちは楽しそうに卓球をしていますか。
子どもたちとはうまくコミュニケーションが取れていますか。
子どもたちが練習で恐がったり、
試合で緊張しすぎるような言葉がけをしていませんか。
子どもたちはスポーツマンとして、
正々堂々とした試合態度をとっていますか。
子どもたちは相手や審判員を尊敬し、
フェアプレーを守っていますか。
選手である前に、社会のルールを守り、
モラル（道徳）を欠いた行動をとっていませんか。

試合での勝利は、フェアプレーを守り、相手を尊敬し、
選手がベストパフォーマンスを出した賜

た ま も の

物です。
子どもたちは次の時代の宝物です。
卓球がもっともっと好きになるように大切に育ててください。
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　子どもたちは卓球選手である前にスポーツ選手であり、ス
ポーツ選手である前にひとりの人間です──であるならば、
モラル（道徳）を重んじる人でなければなりません。
　たとえば、試合会場でこういう光景を見ることがあります。
　競技フロア、応援席などに捨てられたペットボトルや弁当
箱などのゴミ、またおびただしいほどの忘れ物など。これら
は、スポーツ選手としての行動以前の問題であり、公衆道徳
の面からみても残念なことであります。
　競技場での行動、また競技場や練習場から離れた時の子ど
もたちの行動規範は保護者、また指導者の教育によるもので
もあります。試合で勝つことの前に、人として、スポーツ選
手としての行動を最初に教えていきましょう。

　また、卓球台の準備や掃除、後片付けなども「練習の一部」
であることを教えてあげましょう。整った練習環境を準備す
ることは基本中の基本です。
　社会のルールがあるように、卓球にも競技としてのルール
があります。そして、そのルールを守って正々堂々と戦うこ
とがスポーツの原点です。ルールを守らなければ、試合はメ
チャクチャになってしまいます。わざと相手を不快にさせる
バッドマナーを行い、相手をいらつかせたり、挑発したりす
るような選手には、指導者として必ず注意しなければなりま
せん。
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全 日 本 選 手 権 ホ ー プ
ス・カブ・バンビでの、
忘れ物置き場の様子。
このように毎年かなり
の忘れ物が出る

　「子どもは親の背中を見て育つ」とよく言われます。卓球でも同
じです。選手たちは指導者であるあなたの行動を見て、真似をする
のです。
　指導者であるあなた自身が、もしモラルの低い、ルールを守らな
い人であれば、選手たちもきっと真似をすることでしょう。
　たとえば、こういう指導者はいないでしょうか？

　飲酒した後で子どもたちを指導する人。
　いつも選手にネガティブ（否定的、消極的）なことを言い続け、
子どもを信用していない人。
　ベンチで居眠りをしている人。隣の台、他の試合を見ている人。
　ただ怒り続け、失敗やミスだけを注意する人。
　失点するたびに、嫌な顔をしたり、怒ったり、がっかりしたり、
無視したりする人。あげくの果てにその場を立ち去る人。
　負けた理由を選手のせいにばかりする人。
　選手が試合で負けると、握手もせずにさっといなくなる人。

　こういう指導者を選手は尊敬するでしょうか。
　指導者は選手にルールを教え、選手のモチベーションとやる気を
引き出し、卓球を好きにさせることが重要な仕事です。上にあげた
ような行動は指導者が自

じ か い

戒すべきこととして重く受け止めましょう。

ルールを守ることの大切さ──
子どもはあなたを見ていますcolumn
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試合前後の“過剰な”お辞儀

選手としての態度。ラッキーな得点を
大きなしぐさで喜ばない

　卓球はスポーツです。競技者として大切にするべきことは、
スポーツマンシップとフェアプレーです。
　スポーツマンシップとは、競技（試合）のルールを守り、
スポーツとしての品性とマナーを身につけたスポーツマンに
ふさわしい態度です。競技者として、勝利を求めることは当
然ですが、それは「勝つためには何をしても良い」というこ
とではありません。競技を離れた時に、相手と良好な交友関
係を持つことを、指導者として、はじめに子どもたちに教え
ることが重要です。スポーツ自体を楽しみ、正々堂々とプ
レーできる選手になれるよう、指導者が導いていくようにし
ましょう。

　試合の最初や最後で、四方八方にお辞
じ ぎ

儀をする選手をよく見かけ
ます。本人は礼儀のひとつとしてやっているのでしょうが、誰もい
ない方向にもお辞儀をすることも多々あり、あいさつというよりも、
ただの動作になっているように見えてしまいます。
　荻村伊智朗氏（故人・元国際卓球連盟会長）は生前、「試合コート
に入ったらあいさつは 1 回、試合後に相手と握手するだけで良い」、
つまり、試合進行を遅らせるようなあいさつはしなくて良いと言っ
ていました。儀礼的にベンチや観客席へお辞儀を行うよりも、心の
こもった握手のほうがスポーツマンらしい態度といえるでしょう。
これからは、ベンチや観客席へのあいさつは、コートに向かう前に
すみやかに済ませ、試合前は相手と審判員に握手するようにしま
しょう。試合後は、まず相手と握手。次に審判員と握手をしましょう。

　相手のサービスミスや自分のネットイン、エッジボールなどで得
点をした時に派手なガッツポーズをとったり、ベンチが喜んで拍手
をする。これは当然ながら良い態度とは言えません。スポーツマン
としての姿勢を疑われる行為です。
　ネットインやエッジボールが入って得点した時には、選手は軽く
フリーハンドを挙げ、「すみません」というしぐさをするようにしま
しょう。ただし、ラリー中に「すみません」と言う必要はありません。
　スポーツマンとしての品性とマナーを持つ選手を育てることは、
卓球というスポーツの価値を高めることにもつながります。

　指導者へのあいさつ、選手同士のあいさつはスポーツ選手とし
ての当然の行動です。
　「おはよう」「こんにちは」「ごめんね」「ありがとう」。
　指導者の子どもたちへのあいさつに対しては、子どもたちも自
然にあいさつを返すようになります。強制させる形ではなく、自
然なあいさつができるようにすることが大切です。もちろん、こ
れは練習場だけではなく、日常生活の中でも身につけさせるべき
ことです。
　試合中でのマナーとは、ルールを守り、相手や審判員を尊重し、

相手を不快にさせない
ことです。そして、相
手との試合前と試合後
の握手、審判員との握
手などの行動も子ども
たちには習慣化させま
しょう。
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　審判員も人間です、間違うこともあるでしょう。
　よく見られるケースをあげます。
　相手選手が打ったボール。選手同士はエッジボールとして「イン

（セーフ）」だと思っていたが、審判員のジャッジは「アウト」。こ
の時、判定に従うべきなのか。明らかに選手が「イン」だと思えば、

「今のは入りました。相手の得点です」と自分から申告するのがフェ
アプレーです。
　入っていたはずであるのに、審判員が「アウト」とコールした。
相手選手は「今のボールは入りましたよね」と選手に向かってアピー
ル。 心の中で「イン」だと思っているのに、「いや、審判員がアウ
トと言ってますから……」と言うことは、選手自身が自分自身に対
して嘘をついていることになります。
　そういうわだかまりを持った
まま、 心が乱れた状態で試合を続
行して、負けてしまうケースも
たまに見受けられます。
　勝敗にかかわる接戦の大事な
場面で公正な態度を示すことは、
勇気と決断が必要ですが、この態
度こそが真のフェアプレーと言
えるでしょう。卓球というスポー
ツには、こういったフェアな態
度をとることが伝統として引き
継がれています。

長く世界のトップで活躍するサムソノフ（ベ
ラルーシ）。真摯な試合態度で知られ、フェ
アプレーを大切にする選手のひとり

　「卓球を楽しくプレーしたい」という気持ちが、選手として
のフェアプレーの原点です。ルールを正しく理解し、ルールを
守り、相手と審判員に敬意を払い、正々堂々とした態度でプレー
することがフェアプレーです。
　指導者としては、自らルールを守り、常に選手を第一に考え

（プレーヤーズ・ファースト）、相手選手、相手チームに敬意を
払うことが、子どもたちの手本となります。また、子どもたち
にはどのような相手に対しても全力プレーを求めましょう。
　そして、相手と試合前・試合後にしっかり握手することを教
えていきましょう。これはスポーツマンシップ、フェアプレー
の原点です。
　指導者がルールを守らない場面を見ることがあります。たと
えば、ミスジャッジに対する抗議。個人戦では判定への抗議権

（※事実判定には抗議できない）は選手本人だけにあるのにも
かかわらず、ベンチコーチや観客席のコーチが審判員に抗議す
るという光景はよく見られます。
　また、指導者の態度が子どもたちの心を傷つけるような場面
もまれにあります。ゲーム中やベンチに帰ってきた選手を大声
で怒ったり、もしくは試合で一生懸命プレーして負けた選手に
対して、握手もせずにベンチからいなくなる指導者などです。
　どんな時もルールを守れる指導者、選手と正しい信頼関係を
築ける指導者でなければ、子どもたちにフェアプレーを教える
ことはできません。
　選手が一生懸命やったのであれば、良かった点をほめてあげ
ることや、その敗因を選手と一緒に話し合うことも必要です。
敗因の責任をすべて選手に押しつけることは指導者としてなす
べき態度とはいえません。「選手が第一」とする態度を指導者
が持ち続けることが大切です。まして、手を挙げるなど暴力を
ふるう指導者は子どもを指導する資格はありません。直ちに指
導の現場から立ち去るべきでしょう。
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明らかに自分の失点だが、
ジャッジが間違っていたら……
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　スポーツは勝敗によって互いの技術を競うものであって、
相手選手は「敵」ではありません。同じ卓球をやる「仲間」
であるという意識を、子どもたちに植えつけていきましょう。
　自分が教えている子どもたちも、試合で競う子どもたちも、
同じ卓球というスポーツをやる仲間であり、卓球界にとって
は大事な後継者でもあります。
　また、ゲームを司る審判員に対して、敬意を払うことも大
変大事なことです。
　指導者自らが、相手チームと相手選手と審判員をリスペク
トして、同時に子どもたちをリスペクトする態度が大切では
ないでしょうか。

試合前の選手待機所で対戦相手と仲良く接する子どもたち
（全日本選手権ホープス・カブ・バンビより）
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　卓球の大会には、これを主催し、陰で支えてくれる大勢の大
会サポーターの存在があります。選手だけが集まり、試合がで
きる、というものではありません。卓球台を用意したり、大会
プログラムを作ったり、参加を受け付けたりという大勢のサ
ポーターの尽力で大会運営は成り立っています。選手と指導者
は、そういった大会サポーターに対する感謝の気持ちも忘れて
はいけません。
　ある大会で、選手や指導者が早く帰りたいからといって、表
彰式に出ないで帰ったという話を聞いたことがあります。それ
は大会主催者や関係者の方々の立場からすると、とても残念に
感じる出来事です。
　大会を準備するために多くの関係者が、たくさんの時間を使
い、参加選手や入賞選手の喜びや笑顔を見たいと思って尽力し
ていたのに、悲しい気持ちになることでしょう。
　選手や指導者の方々は、大会に参加した時点で、そういった
サポーターとして働いていただいた方々への感謝の気持ちを忘
れないようにしましょう。

　ゲーム中にベンチにいるコーチが 1 本 1 本声を出して指示し
たり、サインを送るケース。これは明らかなルール違反である
と同時に、選手が身につけていかなければならない創造性や判
断力を奪う行為でもあります。
　子どもたちが自分で考えて試合ができる選手に育てるために
は、一方的な指示を与えるのではなく、選手に考えさせる習慣
を普段の練習の時から培うことが大切です。これは試合だけで
なく練習でも同じです。自分で考えて、練習ができる、試合が
できる、行動ができるように教育することが指導者の役目です。

　指導者としての最大の武器は「言葉」です。
　指導者の言葉で、子どもたちは目を輝かせたり、モチベーション

（やる気）が高まったり、卓球が大好きになります。一方、何気な
いひと言が選手の心を傷つけたり、人格を否定するひと言が選手の
やる気を奪ってしまいます。ときに卓球をやることが苦痛になった
りするのです。

　指導者は選手のや
る気を引き出す「魔
法の言葉」をいくつ
もの引き出しに入れ
て準備しておき、必
要に応じて、選手に
言葉がけができるよ
うにしましょう。
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　「プレーヤーズ・ファースト」（Players First）という言葉
があります。
　これは指導者自身ではなく、子どもたちを優先して考える
態度です。
　これからの卓球界を支えるのは、今、卓球を楽しんでいる
子どもたちです。彼らは卓球界の財産です。
　子どもたちが卓球を大好きになるような指導と接し方、子
どもたちが自分で考え、自分で行動できるような指導をしま
しょう。
　ミスだけをとらえて叱

し か

るのではなく、得点した時、技術が
向上した時にいっぱいほめてあげましょう。今日の試合の結
果だけではなく、明日、子どもたちがどんなプレーをしてく
れるのかを期待し、楽しみになるような指導をしましょう。
　子どもたちは指導者の所有物ではなく、ひとつの人格を持
ち、大きな可能性を秘めた大切な財産なのです。「プレーヤー
ズ・ファースト」を指導の基本として、子どもたちの可能性
を引き出すような指導を心がけましょう。

子ども　　ドロシー・ロー・ノルト

批判ばかりされた　子どもは　非難することを　おぼえる

殴られて大きくなった　子どもは　力にたよることを　おぼえる

笑いものにされた　子どもは　ものを言わずにいることを　おぼえる

皮肉にさらされたこどもは　鈍い良心の　もちぬしとなる

しかし、激励をうけた　子どもは　自信を　おぼえる

寛容にであった　子どもは　忍耐をおぼえる

賞賛をうけた　子どもは　評価することを　おぼえる

フェアプレーを経験した　子どもは　公正を　おぼえる

友情を知る　子どもは　親切を　おぼえる

安心を経験した　子どもは　信頼を　おぼえる

可愛がられ　だきしめられた　子どもは　

世界中の愛情を　感じとることを　おぼえる

選
手
が
第
一
で
あ
る
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「あなた自身の社会」（川上邦夫 訳）より


